
地
域
管
理
経
営
計
画
と
国
有
林
野

施
業
実
施
計
画
の
変
更
・
経
常
樹
立

に
係
る
有
識
者
懇
談
会
を
、
「
国
有

林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
３
月
７
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

平
成
23
年
度
に

つ
い
て
は
、
平
成

23
年
７
月
の
森
林
・

林
業
基
本
計
画
の

変
更
な
ど
に
伴
な

い
、
５
つ
の
森
林

計
画
区
に
お
け
る

経
常
樹
立
に
加
え
、

こ
れ
ら
以
外
の
計

画
区
に
つ
い
て
の

計
画
変
更
が
行
わ

れ
た
こ
と
か
ら
、

計
画
の
変
更
・
経

常
樹
立
に
係
る
ご

意
見
を
懇
談
会
の

有
識
者
委
員
の
皆

様
よ
り
頂
き
ま
し

た
。懇

談
会
で
は
、

冒
頭
、
平
之
山
俊

作
九
州
森
林
管
理

局
長
よ
り
、
「
森

林
・
林
業
再
生
プ

ラ
ン
実
現
の
た
め

に
は
、
九
州
の
地

か
ら
森
林
・
林
業

の
再
生
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

今
回
、
ご
議
論

頂
く
計
画
は
、
そ

の
よ
う
な
観
点
で
変
更
・
樹
立
す
る

も
の
で
、
委
員
の
皆
様
方
に
は
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
を
頂
き
た
い
」
と
挨

拶
。続

い
て
、
九
州
森
林
管
理
局
に
お

け
る
各
種
取
り
組
み
に
関
す
る
事
例

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
変
更
・
経
常

樹
立
計
画
の
概
要
の
ほ
か
、
今
回
の

計
画
変
更
・
経
常
樹
立
計
画
は
、

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
や
昨

年
７
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
森
林
・

林
業
基
本
計
画
を
踏
ま
え
た
も
の
で

あ
り
、
木
材
自
給
率
50
％
以
上
の
達

成
に
も
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
説
明
が
局
担
当
者
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
有
識
者
委
員
の
皆

様
か
ら
「
木
材
自
給
率
50
％
に
向
け

た
取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら
も
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
低
コ
ス
ト

造
林
の
拡
大
に
向
け
た
技
術
開
発
な

ど
を
更
に
推
進
す
る
べ
き
」
、
「
生

物
多
様
性
の
保
全
の
観
点
か
ら
、
シ

カ
被
害
対
策
は
今
後
も
重
要
」
「
森

林
や
木
材
利
用
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

も
っ
と
情
報
発
信
を
行
う
べ
き
」
な

ど
の
貴
重
な
ご
意
見
が
提
出
さ
れ
る

と
と
も
に
、
最
終
的
に
は
、
今
回
の

変
更
・
経
常
樹
立
を
行
う
計
画
は
、

適
切
で
あ
る
と
の
結
論
を
頂
き
ま
し

た
。

（
担
当
＝
計
画
課
）
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経営樹立に係る有識者懇談会を開催＝九州森林管理局

懇談会の冒頭であいさつをする平之山局長

懇談会へ出席の各委員のみなさん



【
鹿
児
島
森
林
管
理
署
】
３
月
21

日
、
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
鹿
児

島
水
源
林
整
備
事
務
所
・
森
林
管
理

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
）
宗
・

か
ご
し
ま
森
林
組
合
３
者
と
鹿
児
島

地
域
お
よ
び
南
薩
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の

森
林
整
備
推
進
協
定
を
締
結
。
協
定

で
は
、
森
林
共
同
施
業
団
地
を
設
定

し
、
民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
て

効
率
的
な
森
林
整
備
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
目
的
。
調
印
式
で
は
、
か

ご
し
ま
森
林
組
合
長
が
「
国
有
林
、

民
有
林
が
一
体
と
な
っ
た
施
業
集
約

化
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
」

と
挨
拶
。
今
後
は
運
営
会
議
等
に
よ

り
具
体
的
な
取
組
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
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鹿
児
島
県
大
隅
半
島
最
高
峰
で
あ

る
大
箆
柄
岳
（
お
お
の
が
ら
だ
け
）

を
紹
介
し
ま
す
。
通
称
高
隈
山
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
高
隈
山
と
い
う

山
頂
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
大
箆
柄
岳

（
１
，
２
３
７
ｍ
）
を
最
高
峰
と
し

て
小
箆
柄
岳
（
こ
の
が
ら
だ
け
）
・

御
岳
（
お
ん
た
け
）
・
妻
岳
・
平
岳
・

横
岳
・
白
山
の
七
座
を
総
称
し
て
高

隈
山
と
呼
び
ま
す
。
古
く
か
ら
修
験

道
の
山
と
し
て
岳
参
り
が
行
わ
れ
、

こ
の
七
座
を
巡
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
は
連
日
多
く
の
登
山
客

が
訪
れ
て
お
り
毎
年
消
防
・
警
察
・

自
衛
隊
の
訓
練
に
も
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
縦
走
し
な
け
れ
ば
片
道
2
時

間
程
度
の
行
程
で
す
。
標
識
類
や
工

作
物
も
最
小
限
に
と
ど
め
自
然
味
溢

れ
る
登
山
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。
よ

く
リ
ピ
ー
ト
さ
れ
る
方
は
「
何
度
か

登
る
う
ち
に
こ
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
空

間
に
病
み
付
き
に
な
る
」
と
い
っ
た

内
容
の
好
評
を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
全
く
と
言
っ
て
良
い
程
ゴ

ミ
が
見
ら
れ
な
い
の
も
高
隈
山
系
の

特
徴
で
あ
り
、
初
め
て
登
山
さ
れ
る

方
が
ふ
と
気
づ
く

大
き
な
魅
力
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

利
用
さ
れ
る
方
々

の
良
識
あ
る
マ
ナ
ー

と
、
こ
こ
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
の
現
れ
が
見
て
取
れ
る
よ
う

で
す
。
見
所
と
し
て
は
ブ
ナ
の
南
限

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
高
低
差

が
も
た
ら
す
多
種
多
様
性
と
四
季
折
々

の
植
物
が
も
て
な
し
て
く
れ
ま
す
。

御
岳
周
辺
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
前
後
に
咲
き
誇
る
ツ
ツ
ジ
群
落
と

真
冬
の
樹
氷
も
見
ご
た
え
十
分
で
す
。

た
だ
、
平
地
で
も
雪
が
降
る
よ
う

な
と
き
山
頂
付
近
で
は
30
㌢
以
上
積

雪
が
あ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
登
山
道
が
全
く
見
え
ず
非
常
に

危
険
で
す
。
こ
う
い
う
極
端
な
日
を

パ
ス
し
て
い
た
だ
け
た
な
ら
、
ス
ズ

タ
ケ
の
群
生
地
を
抜
け
た
途
端
雄
大

な
桜
島
と
錦
江
湾
の
絶
景
が
こ
れ
ま

で
の
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。
訪
れ
て
く
だ
さ
る
全
て

の
方
々
が
安
全
で
良
い
１
日
を
過
ご

し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

大
隅
森
林
管
理
署

鹿
屋
森
林
事
務
所

森
林
官

橋
口

逸
成

（上）大箆柄山頂から遠く桜島噴火を望む

（下）通称「高隈山」呼ばれる七座の遠望

森林整備推進協定締結を行う関係者の皆さん＝鹿児島

南限にあたる高隈山系のブナ



熊
本
市
立
池
田
小
学
校
の
緑
化
推

進
委
員
会
担
当
の
内
山
聖
也
先
生
が

当
局
を
訪
れ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
鉢
を
贈

呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
小
学
校
で
は
「
花
を
育
て
る
こ

と
で
児
童
の
心
を
育
て
る
。
花
を
贈

呈
す
る
こ
と
で
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
持
つ
」
な
ど
を
目
的
に
保
護
者
ら

で
組
織
す
る
「
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
同
小
の
「
緑
化
推
進
委
員
会
」

の
児
童
が
協
力
し
毎
年
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
。

今
回
贈
呈
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
花
は
、

昨
年
６
月
に
種
を
蒔
き
、
８
カ
月
を

か
け
大
事
に
育
て
た
も
の
。
花
の
開

花
時
期
に
あ
わ
せ
幼
稚
園
で
の
交
流

会
や
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
と
の

給
食
会
な
ど
の
学
校
行
事
の
際
に
配

ら
れ
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

当
局
に
贈
呈
い
た
だ
い
た
サ
ク
ラ

ソ
ウ
は
総
務
課
に
飾
ら
れ
来
庁
さ
れ

た
方
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

（
担
当
＝
総
務
課
）

【
熊
本
森
林
管
理
署
】
２
月
25
日
、

熊
本
市
小
萩
園
で
公
募
で
募
っ
た
50

組
・
約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
「
第

５
回
小
萩
園
サ
ク
ラ
記
念
植
樹
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
植
樹
後
、
参
加
者

ら
は
願
い
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

標
柱
に
記
し
て
サ
ク
ラ
の
根
元
に
建

て
な
が
ら
「
サ
ク
ラ
の
季
節
に
は
毎

年
当
園
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
苗
木
の

生
長
し
て
い
く
姿
が
楽
し
み
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
当
園
の
サ
ク

ラ
記
念
植
樹
は
、
今
回
が
最
後
と
な

り
、
小
萩
園
が
再
び
サ
ク
ラ
の
名
花

木
園
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し

ま
れ
る
憩
い
の
場
な
る
よ
う
管
理
し

て
行
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

- 3 -

親
よ
り
子
供
の
頃
か
ら
よ
く
森
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
食

用
の
つ
わ
ぶ
き
や
蕗
な
ど
を
取
り
、

植
物
・
小
鳥
・
生
物
の
名
前
を
よ
く

教
え
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
し
た
。

私
は
そ
の
お
陰
で
、
森
が
大
好
き

で
よ
く
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年

に
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格

を
取
り
、
奥
の
深
さ
を
知
り
、
色
々

と
勉
強
し
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
林
業
に
つ
い
て
、
木
で
作
っ

た
家
に
つ
い
て
、
今
は
合
板
材
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
が
、

杉
、
檜
木
で
作
っ

た
家
に
入
る
と
匂

い
が
何
と
も
言
え

な
い
香
り
が
し
ま
す
。
も
う
少
し
宣

伝
を
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

壁
に
つ
い
て
石
膏
ボ
ー
ド
で
作
っ
た

も
の
は
、
初
め
は
よ
い
の
で
す
が
、

長
く
経
つ
と
ほ
と
ん
ど
の
家
で
穴
が

空
い
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
木
で

作
っ
た
も
の
は
少
々
経
っ
て
も
そ
う

い
う
こ
と
は
な
い
で
す
。

国
有
林
に
つ
い
て
漠
然
と
は
知
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
知
ら
な
い
の
で
は
、
県
内
の
ど
こ

に
あ
る
か
と
い
う
事
、
目
的
は
何
か

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

森
林
浴
が
今
、
色
々
身
体
に
良
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
、
森
の

中
に
い
て
帰
る
と
気
分
爽
快
で
英
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

国
有
林
に
遊
び
に
行
こ
う
。
植
樹

な
ど
を
企
画
し
て
頂
き
た
い
。
屹
度

心
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
し
、
自
分

の
植
え
た
木
が
ど
れ
く
ら
い
大
き
く

な
っ
た
か
、
１
年
後
２
年
後
が
楽
し

み
で
足
を
運
ぶ
と
思
い
ま
す
。

私
は
今
、
フ
ォ
レ
ス
ト
22
の
会
員

で
森
林
の
伐
採
や
切
っ
た
木
を
使
っ

て
植
木
鉢
を
作
っ
た
り
、
椎
茸
の
原

木
を
切
っ
て
長
さ

１
０
０
㌢
～
１
２

０
㌢
に
切
っ
て
駒

を
打
ち
、
持
っ
て

帰
り
ま
し
た
。
２
～
３
年
で
椎
茸
が

出
ま
す
が
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

朝
９
時
か
ら
夕
方
４
時
頃
ま
で
し

て
い
ま
す
が
、
ご
飯
は
森
の
枯
木
を

集
め
て
現
場
で
炊
い
て
い
ま
す
。
と
っ

て
も
森
で
食
べ
る
と
美
味
し
く
食
欲

が
湧
き
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
食
べ
る
の
は
最
高
で
す
。

皆
さ
ん
も
体
験
し
て
み
て
下
さ
い
。

椎
の
実
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
収
穫
物

も
と
れ
ま
す
。
椎
の
実
は
炒
っ
て
食

べ
ま
す
が
、
芳
ば
し
い
匂
い
が
し
、

味
も
最
高
で
す
。
ド
ン
グ
リ
は
駒
に

し
た
り
ヤ
ジ
ロ
ベ
エ
な
ど
を
作
っ
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

作
品
が
出
来
ま
す
よ
。

森
に
行
く
と
森
林
浴
は
で
き
、
。

食
欲
も
わ
き
、
色
々
な
植
物
、
生
物
、

小
鳥
、
動
物
に
出
会
う
こ
と
で
勉
強

に
も
な
り
、
感
動
を
も
ら
い
ま
す
よ
。

み
ん
な
で
森
へ
行
こ
う
！
！

（
鹿
児
島
県
霧
島
市
在
住
）

池田小内山聖也先生からサクラソウの贈呈

植樹を終え記念撮影する参加者のみなさん＝熊本

竹内 宏さん



【
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
】
２
月

24
日
、
当
署
で
「
宇
那
川
地
域
森
林

整
備
推
進
協
定
」
を
宮
崎
県
木
城
町

の
井
上
林
産(

株)

と
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
約
８
５
５
㌶
の

共
同
施
業
団
地
で
、
宇
那
川
地
域
の

水
資
源
の
確
保
や
災
害
防
止
、
木
材

利
用
の
円
滑
化
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
、
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み

が
、
周
辺
民
有
林
の
森
林
整
備
に
波

及
し
、
地
域
全
体
と
し
て
の
公
益
的

機
能
の
高
度
発
揮
と
木
材
の
安
定
供

給
体
制
が
整
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

【
鹿
児
島
森
林
管
理
署
】
日
置
市

吹
上
町
堂
田
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
、
３
月
９
日
、(

財)

熊
本
林

業
土
木
協
会
鹿
児
島
支
部
の
会
員
や

そ
の
家
族
約
80
人
が
参
加
し
て
海
岸

林
の
保
全
を
目
的
に
植
樹
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
20
日
に
は
、

九
州
電
力(

株)

鹿
児
島
支
社
が
「
地

域
と
の
協
働
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
」

の
一
環
と
し
て
、
吹
上
中
学
校
の
生

徒
や
一
般
参
加
者
、
関
連
企
業
か
ら

約
７
０
０
人
が
参
加
し
て
「
吹
上
浜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
植
林
」
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
植
栽
木
が
防
風
、

防
潮
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
願
い

心
地
よ
い
汗
と
海
岸
林
の
大
切
さ
を

感
じ
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
北
薩
森
林
管
理
署
】
伊
佐
市
間

根
ヶ
平
国
有
林
に
そ
び
え
立
ち
、
人
々

か
ら
愛
さ
れ
て
い
た
三
州
谷
大
ケ
ヤ

キ
の
跡
地
に
ク
ロ
ー
ン
苗
木
の
植
栽

を
行
い
ま
し
た
。

倒
伏
後
に
、
地

元
か
ら
三
州
谷
大
ケ
ヤ
キ
跡
地
の
活

用
の
要
望
が
あ
り
、
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
九
州
育
種
場
か
ら
三
州
谷
大
ケ

ヤ
キ
の
ク
ロ
ー
ン
苗
木
を
譲
り
受
け
、

植
栽
と
看
板
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
歩
道
な
ど
の
環
境
整
備
を

行
い
ク
ロ
ー
ン
苗
木
が
順
調
に
育
ち
、

地
元
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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20
年
７
月
か
ら
３
年
９
か
月
間
、

九
州
局
に
勤
務
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
在
任
期
間
は
森
林
管
理
局
の
部

長
と
し
て
最
長
と
な
り
ま
し
た
。

赴
任
当
初
は
営
林
署
長
以
来
の
17

年
ぶ
り
の
国
有
林
勤
務
で
言
葉
が
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

し
た
が
、
皆
様
方
の
前
向
き
な
姿
勢
、

楽
し
い
職
場
の
雰
囲
気
の
中
で
有
意

義
な
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
約
４
年
、
九
州
局
の
た
め
、

九
州
の
森
林
、
林
業
の
た
め
と
の
強

い
思
い
を
も
っ
て
、
仕
事
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
。
①
「
木
に
な
る
紙
」

の
全
国
展
開
、
②
シ
カ
対
策
の
構
想

と
取
組
開
始
、
③
生
物
多
様
性
保
全

へ
の
取
組
、
④
林
業
再
生
（
人
材
育

成
）
へ
の
積
極
的
対
応
、
⑤
口
蹄
疫

対
応
、
⑥
発
信
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
20
回
以
上
）
な
ど
に
取
り
組
み
、

国
際
生
物
多
様
性
年
及
び
国
際
森
林

年
も
迎
え
る
中
で
、
自
分
な
り
の
仕

事
は
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
⑦
職
員
と
の
懇
親
ゴ
ル
フ

（
計
友
会
な
ど
）
で
は
楽
し
く
過
ご

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

林
政
、
国
有
林
の
大
き
な
転
換
点

を
迎
え
る
中
、
九
州
局
の
益
々
の
発

展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
、

御
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。東

京
に
来
ら
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば

お
誘
い
く
だ
さ
い
。

地域管理経営計画及び国有林野施業実施計画の策定及び変更の公表について

九 州 森 林管 理 局 で は 、 管 内 の 各 森 林 計 画 区 に つ い て 、 国 有 林 野 の 管 理 経 営 の 方 向 な ど を 示 す 「 地 域 管 理
経営 計 画 」を 、 国 有 林 野 の 伐 採 、 造 林 等 の 箇 所 別 計 画 量 な ど を 示 す 「 国 有 林 野 施 業 実 施 計 画 」 を 、 そ れ ぞ
れ 5年を 1期とし て順次 定めてい ます。

こ の 度 、下 記 森 林 計 画 区 の 平 成 23年 度 に お け る 地 域 管 理 経 営 計 画 及 び 国 有 林 野 施 業 実 施 計 画 の 策 定 及 び
変更につ いて公 表しま したので お知ら せしま す。

なお、 公表内 容につ いては関 係局署 に掲示 される公 表文も しくは 九州森林 管理局 HP（ http://www.rinya.
maff.go.jp/kyusyu/） の「公表 事項」 をご覧 ください 。

【第 4次 計画の 策定】遠 賀川、 五島壱 岐、大分 中部、 一ツ瀬川 、奄美 大島
【 第 3次 計 画 の 変 更 】 筑 後 ・ 矢 部 川 、 佐 賀 西 部 、 長 崎 北 部 、 緑 川 、 球 磨 川 、 大 分 北 部 、 大 分 西 部 、 五 ヶ 瀬

川 、大淀 川、南 薩、大隅 、沖縄 北部、宮 古八重 山
【第 4次 計画 の 変 更】 福 岡 、佐 賀 東 部 、 長 崎 南 部 、 対 馬 、 白 川 ・ 菊 池 川 、 天 草 、 大 分 南 部 、 耳 川 、 広 渡 川、

握手を交わす井上林産代表と川畑署長＝熊本南部
宮城 勇朗

吹上浜ボランティア植林を行う参加者＝鹿児島

植栽されたクローン苗木＝北薩

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

前 計画部長



３
月
31
日
付
林
野
庁
長
官
発
令

退
職
（
中
日
本
高
速
道
路
（
株
）
）

宮
城
勇
朗
（
九
州
森
林
管
理
局

計
画
部
長
）

３
月
31
日
付
森
林
管
理
局
長
発
令

山
口
県
出
向

茂
野
潤
（
指
導
普
及
課
）

鹿
児
島
県
出
向

齊
籐
政
子
（
計
画
課
）

４
月
１
日
付
林
野
庁
長
官
発
令

計
画
部
長

矢
野
彰
宏
（
林
野
庁
森
林
整
備
部

計
画
課
施
工
企
画
調

整
室
）

福
岡
森
林
管
理
署
長

森
隆
繁
（
近
畿
中
国
局
岡
山
森
林

管
理
署
長
）

熊
本
森
林
管
理
署
長

工
藤
篤
（
宮
崎
森
林
管
理
署
長
）

熊
本
南
部
森
林
管
理
署
長

石
神
智
生
（
指
導
普
及
課
長
）

大
分
森
林
管
理
署
長

小
原
正
人
（
北
海
道
局
上
川
中
部

森
林
管
理
署
長
）

西
都
児
湯
森
林
管
理
署
長

秋
山
郁
男
（
林
野
庁
森
林
整
備
部

整
備
課
課
長
補
佐

（
林
道
事
業
班
担
当
）
）

宮
崎
森
林
管
理
署
長

津
々
見
正
樹
（
福
岡
森
林
管
理
署

長
）

宮
崎
南
部
森
林
管
理
署
長

松
葉
瀬
裕
之
（
西
都
児
湯
森
林
管

理
署
長
）

北
薩
森
林
管
理
署
長

田
中
則
一
（
総
務
課
長
）

大
隅
森
林
管
理
署
長

米
丸
正
則
（
林
野
庁
国
有
林
野
部

管
理
課
監
査
官
）

近
畿
中
国
局
兵
庫
森
林
管
理
署
長

川
畑
宏
二
（
熊
本
南
部
森
林
管
理

署
長
）

近
畿
中
国
局
広
島
森
林
管
理
署
長

長
江
恭
博
（
大
分
森
林
管
理
署

長
）

中
部
局
東
信
森
林
管
理
署
長

日
高
瑞
記
（
宮
崎
南
部
森
林
管
理

署
長
）

総
務
課
長

井

二
（
職
員
厚
生
課
長
）

職
員
厚
生
課
長

井
上
誠
（
企
画
調
整
室
監
査
官

（
労
務
）
）

指
導
普
及
課
長

濱
田
秀
一
郎
（
国
有
林
野
管
理
課

長
）

国
有
林
野
管
理
課
長

山
本
博
（
計
画
部
企
画
官
（
技
術

開
発
）
）

企
画
調
整
室
監
査
官
（
労
務
）

西
栄
二
（
鹿
児
島
署
次
長
）

企
画
調
整
室
監
査
官
（
都
城
支
署
駐

在
）坂

之
上
勘
太
（
北
薩
森
林
管
理
署

流
域
管
理
調
整

官
）

総
務
部
専
門
官
（
契
約
適
正
化
）

肥
後
幸
男
（
大
隅
森
林
管
理
署

長
）

総
務
部
専
門
官
（
契
約
適
正
化
）

浪
崎
晃
（
林
野
庁
国
有
林
野
部
管

理
課
課
長
補
佐
（
会
計

調
達
班
担
当
）
兼
林
政

部
林
政
課
）

計
画
部
企
画
官
（
技
術
開
発
）

矢
島
欣
也
（
宮
崎
北
部
森
林
管
理

署
次
長
）

森
林
整
備
部
企
画
官(

間
伐
推
進
担

当)

山
本
一
則
（
北
薩
森
林
管
理
署
次

長
）

森
林
整
備
部
企
画
官(

販
売
戦
略
担

当)

古
閑
博
行
（
大
分
西
部
森
林
管
理

署
次
長
）

計
画
部
流
域
管
理
指
導
官

一
本
譲
（
計
画
部
付
）

森
林
整
備
部
専
門
官
（
災
害
調
整
）

大
川
有
一
（
北
薩
森
林
管
理
署

長
）

熊
本
南
部
森
林
管
理
署
次
長

前
田
道
博
（
森
林
整
備
部
企
画
官

（
販
売
戦
略
担
当
）
）

大
分
西
部
森
林
管
理
署
次
長

猪
島
明
久
（
企
画
調
整
室
室
長
補

佐
）

宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
次
長

荒
木
政
明
（
国
有
林
野
管
理
課
鑑

定
官
）

北
薩
森
林
管
理
署
次
長

髙
村
俊
郎
（
職
員
厚
生
課
課
長
補

佐
）

鹿
児
島
森
林
管
理
署
次
長

寺
本
勝
（
熊
本
南
部
森
林
管
理
署

次
長
）

屋
久
島
森
林
管
理
署
次
長

山
下
正
（
治
山
課
設
計
指
導
官
）

沖
縄
森
林
管
理
署
次
長

上
原
曉
光
（
屋
久
島
森
林
管
理
署

次
長
）

林
野
庁
経
営
課
支
援
制
度
指
導
班
調

整
係
長

宮
川
茂
則
（
大
分
署
）

林
野
庁
計
画
課
森
林
総
合
利
用
推
進

班
企
画
係
長

竹
﨑
桂
子
（
福
岡
森
林
管
理
署
）

林
野
庁
管
理
課
人
事
研
修
班
人
事
係

北
島
貴
裕
（
長
崎
署
）

林
野
庁
管
理
課
主
計
班
資
金
第
１
係

古
川
洸
太
郎
（
大
隅
署
）

林
野
庁
職
員
・
厚
生
課
総
務
班
企
画

係
草
野
真
一
（
九
州
局
経
理
課
）

関
東
局
総
務
課
付
（
林
野
庁
駐
在
）

林
野
庁
職
員
・
厚
生
課
併
任
）

榎
本
大
輔
（
長
崎
署
）

九
州
局
出
向

井
上
正
（
東
北
局
山
形
森
林
管
理

署
次
長
）

上
村
五
十
記
（
森
林
整
備
部
企
画

官
（
間
伐
推
進
担

当
）
）

森
本
博
之
（
林
野
庁
管
理
課
）

４
月
１
日
付
森
林
管
理
局
長
発
令

企
画
調
整
室
室
長
補
佐

森
本
明
（
熊
本
署
）

職
員
厚
生
課
課
長
補
佐

下
崎
哲
也
（
指
導
普
及
課
）

指
導
普
及
課
課
長
補
佐

古
島
勝
美
（
指
導
普
及
課
）

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
副
所
長

後
藤
寿
也
（
沖
縄
署
）

屋
久
島
署
屋
久
島
森
林
環
境
保
全
セ

ン
タ
ー
所
長

猪
島
浩
晴
（
総
務
課
）

企
画
調
整
室
企
画
官
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当
局
で
は
４
月
１
日
付
け
で
、
Ⅱ

種
３
人
、
Ⅲ
種
４
人
を
採
用
し
、
次

の
と
お
り
配
属
し
ま
し
た
。

☆
Ⅱ
種
（
林
学
）

加
藤
貴
明
（
福
岡
署
）

植
田
陽
衣
（
熊
本
南
部
署
）

☆
Ⅱ
種
（
土
木
）

畑
田
宏
（
宮
崎
署
）

☆
Ⅲ
種
（
林
業
）

三
國
卓
裕
（
鹿
児
島
署
）

橋
本
暁
寬
（
大
分
西
部
署
）

日
當
千
晶
（
宮
崎
南
部
署
）

田
畑
駿
也
（
西
都
児
湯
署
）



山
下
憲
明
（
指
導
普
及
課
）

総
務
課
広
報
主
任
官

山
本
美
美
（
福
岡
署
）

総
務
課
研
修
主
任
官

園
田
敏
明
（
大
分
署
）

計
画
課
企
画
官
（
森
林
資
源
評
価
）

中
西
雄
一
郎
（
計
画
課
）

指
導
普
及
課
自
然
再
生
指
導
官

渡

昭
博
（
企
画
調
整
室
）

国
有
林
野
管
理
課
鑑
定
官

森
崎
信
（
国
有
林
野
管
理
課
）

福
岡
署
流
域
管
理
調
整
官

迫
口
実
（
治
山
課
）

佐
賀
署
流
域
管
理
調
整
官

内
村
圭
一
（
森
林
整
備
課
）

熊
本
署
流
域
管
理
調
整
官

田
代
清
（
環
境
省
）

熊
本
南
部
署
流
域
管
理
調
整
官

上
村
五
十
記
（
職
員
厚
生
課
）

西
都
児
湯
署
流
域
管
理
調
整
官

井
上
正
（
東
北
局
）

宮
崎
署
流
域
管
理
調
整
官

出
水
広
（
西
都
児
湯
署
）

北
薩
署
流
域
管
理
調
整
官

蔀
隆
行
（
熊
本
南
部
署
）

企
画
調
整
室
監
査
係
長

白
石
裕
次
（
経
理
課
）

職
員
厚
生
課
共
済
組
合
係
長

下
村
裕
治
（
職
員
厚
生
課
）

経
理
課
支
出
係
長

興
梠
美
喜
夫
（
経
理
課
）

計
画
課
経
営
計
画
第
一
係
長

小
野
貴
行
（
宮
崎
南
部
署
）

計
画
課
経
営
計
画
第
五
係
長

木
下
栄
治
（
企
画
調
整
室
）

計
画
課
経
営
計
画
第
六
係
長

中
村
雄
二
（
佐
賀
署
）

計
画
課
測
定
審
査
指
導
係
長

後
藤
毅
（
販
売
課
）

指
導
普
及
課
企
画
係
長

甲
斐
孝
生
（
指
導
普
及
課
）

指
導
普
及
課
緑
の
普
及
係
長

永
山
博
美
（
指
導
普
及
課
）

指
導
普
及
課
保
護
林
係
長

高
島
唯
（
宮
崎
署
都
城
支
署
）

国
有
林
野
管
理
課
企
画
係
長

松
永
眞
弥
（
国
有
林
野
管
理
課
）

国
有
林
野
管
理
課
財
産
管
理
係
長

下
大
迫
伸
一
（
国
有
林
野
管
理

課
）

国
有
林
野
管
理
課
森
林
利
用
係
長

三
吉
康
治
（
国
有
林
野
管
理
課
）

国
有
林
野
管
理
課
計
画
処
分
係
長

石
原
健
司
郎
（
大
隅
署
）

森
林
整
備
課
企
画
係
長

志
賀
栄
一
（
販
売
課
）

森
林
整
備
課
林
道
計
画
係
長

野
口
安
男
（
大
隅
署
）

販
売
課
販
売
係
長

杉
中

浩
（
大
分
西
部
署
）

治
山
課
調
整
指
導
係
長

山
下
裕
之
（
宮
崎
北
部
署
）

治
山
課
国
有
林
治
山
係
長

井
孝
次
（
治
山
課
）

長
崎
署
総
務
課
長

小
原
豊
治
（
計
画
課
）

熊
本
署
総
務
課
長

佐
藤
敏
郎
（
長
崎
署
）

西
都
児
湯
署
総
務
課
長

山
﨑
勇
勝
（
森
林
技
術
セ
ン
タ

ー
）

沖
縄
署
総
務
課
長

永
田
豊
（
国
有
林
野
管
理
課
）

佐
賀
署
業
務
課
長

迫
畑
啓
逸
（
大
分
西
部
署
）

大
分
西
部
署
業
務
課
長

鹿
田
純
吉
（
国
有
林
野
管
理
課
）

大
分
署
業
務
課
長

有
吉
正
司
（
森
林
整
備
課
）

宮
崎
署
業
務
課
長

上
別
府
悟
（
宮
崎
署
都
城
支
署
）

宮
崎
南
部
署
業
務
課
長


田
弘
幸
（
熊
本
南
部
署
）

沖
縄
署
業
務
課
長

藤
本
純
一
（
西
都
児
湯
署
）

大
隅
署
業
務
第
一
課
長

平
野
耕
一
（
環
境
省
）

長
崎
署
治
山
課
長

山
村
晃
弘
（
熊
本
署
）

熊
本
署
治
山
課
長

田
中
國
康
（
治
山
課
）

大
分
西
部
署
治
山
課
長

古
庄
誠
司
（
治
山
課
）

西
都
児
湯
署
治
山
課
長

田
代
美
喜
男
（
大
分
西
部
）

宮
崎
署
治
山
課
長

藤
田
康
孝
（
長
崎
署
）

大
隅
署
治
山
課
長

間
宮
学
（
宮
崎
署
）

熊
本
署
技
術
専
門
官

山
部
直
幸
（
職
員
厚
生
課
）

大
分
西
部
署
技
術
専
門
官

山
上
哲
幸
（
長
崎
署
）

西
都
児
湯
署
技
術
専
門
官

生
島
智
英
（
企
画
調
整
室
）

宮
崎
署
都
城
支
署
間
伐
推
進
企
画
官

犬
童
伸
博
（
鹿
児
島
署
）

福
岡
署
総
務
係
長

山
本
克
郎
（
職
員
厚
生
課
）

熊
本
南
部
署
総
務
係
長

澤
田
逸
男
（
福
岡
署
）

宮
崎
北
部
署
総
務
係
長

春
山
司
（
宮
崎
南
部
署
）

宮
崎
南
部
署
総
務
係
長

渡
邊
治
雄
（
熊
本
南
部
署
）

熊
本
南
部
署
経
理
係
長
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◇
定
員
内
職
員
◇･･･

23
人

山
部
哲
経
（
熊
本
署
）

立
邊
記
（
企
画
調
整
室
）

上
原
広
充
（
総
務
課
）

井
良
一
（
総
務
課
）


田
敏
晴
（
総
務
課
）

野
田
光
弘
（
計
画
課
）

遠
山
勝
（
計
画
課
）

元
村
正
彦
（
計
画
部
）

森
本
光
則
（
計
画
部
）

田
口
増
男
（
森
林
整
備
部
）

出
口
健
二
（
治
山
課
）

村
上
義
美
（
福
岡
署
）

草
野
正
雄
（
佐
賀
署
）

北
里
孝
德
（
熊
本
署
）

池
田
稔
（
熊
本
南
部
署
）

西
尾
広
喜
（
熊
本
南
部
署
）

宮
﨑
一
義
（
熊
本
南
部
署
）

中
島
良
美
（
西
都
児
湯
署
）

椎
葉
直
茂
（
西
都
児
湯
署
）

船
ヶ
山
能
敬
（
宮
崎
署
）

大
柿
惠
範
（
鹿
児
島
署
）

後
藤
範
明
（
沖
縄
署
）

◇
定
員
外
職
員
◇･･･

26
人

大
谷
英
雄
（
熊
本
署
）

大
川
学
（
熊
本
南
部
署
）

森
内
繁
樹
（
熊
本
南
部
署
）

副
田
武
夫
（
大
分
署
）

河
原
今
朝
信
（
大
分
署
）

西
村
政
敏
（
宮
崎
北
部
署
）

甲
斐
哲
二
（
宮
崎
北
部
署
）

黒
木
寿
志
（
西
都
児
湯
署
）

黒
木
正
憲
（
西
都
児
湯
署
）

中
武
満
直
（
西
都
児
湯
署
）

山
本
喜
代
久
（
西
都
児
湯
署
）

小
川
佳
久
（
宮
崎
署
）

樋
ノ
口
正
光
（
都
城
支
署
）

大
出
水
正
（
都
城
支
署
）

黒
木
辰
男
（
都
城
支
署
）

津
曲
今
朝
美
（
宮
崎
南
部
署
）

松
ヶ
野
邦
博
（
北
薩
署
）

山
本
秋
弘
（
北
薩
署
）

小
島
秋
雄
（
鹿
児
島
署
）

船
迫
芳
文
（
大
隅
署
）

堀
内
輝
雄
（
大
隅
署
）

柿
迫
和
馬
（
大
隅
署
）

木
引
覚
（
大
隅
署
）

野
村
洋
（
屋
久
島
）

桑
俣
佳
昇
（
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
）

日
高
和
彦
（
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
）



立
場
宏
一
（
熊
本
署
）

鹿
児
島
署
経
理
係
長

堂
園
浩
睦
（
熊
本
南
部
署
）

大
隅
署
経
理
係
長

湯
地
幸
夫
（
鹿
児
島
署
）

沖
縄
署
経
理
係
長

飛
矢
舞
（
鹿
児
島
署
）

長
崎
署
経
営
係
長

牧
瀨
和
孝
（
佐
賀
署
）

西
都
児
湯
署
経
営
係
長

片
山
惠
介
（
宮
崎
署
都
城
支
署
）

宮
崎
署
都
城
支
署
経
営
係
長

森
正
文
（
宮
崎
署
都
城
支
署
）

鹿
児
島
署
経
営
係
長

瀬
戸
口
英
昭
（
鹿
児
島
署
）

福
岡
署
森
林
育
成
係
長

蒲
池
勝
也
（
福
岡
署
）

宮
崎
署
森
林
育
成
係
長

森
俊
之
（
宮
崎
南
部
署
）

宮
崎
署
都
城
支
署
森
林
育
成
係
長

村
上
英
志
（
西
都
児
湯
）

宮
崎
南
部
署
森
林
育
成
係
長

山
﨑
貴
子
（
福
岡
署
）

北
薩
署
森
林
育
成
係
長

戸
島
章
治
（
北
薩
署
）

鹿
児
島
署
森
林
育
成
係
長

小
島
洋
一
（
大
隅
署
）

長
崎
署
販
売
係
長

小
山
雄
平
（
熊
本
署
）

大
分
西
部
署
販
売
係
長

中
山
俊
和
（
計
画
課
）

西
都
児
湯
署
販
売
係
長

栁
瀬
隆
史
（
宮
崎
北
部
署
）

宮
崎
署
販
売
係
長

白
坂
進
（
西
都
児
湯
署
）

大
隅
署
販
売
係
長

笠
本
佳
宏
（
熊
本
南
部
署
）

福
岡
署
土
木
係
長

管
秀
雄
（
宮
崎
北
部
署
）

宮
崎
北
部
署
土
木
係
長

村
山
敏
彦
（
福
岡
署
）

沖
縄
署
事
業
係
長

長
口
棟
博
（
宮
崎
署
）

長
崎
署
管
理
係
長

濱
本
敬
士
（
大
分
西
部
署
）

熊
本
署
管
理
係
長

森
田
晃
喜
（
宮
崎
署
）

佐
賀
署
治
山
係
長

黒
川
健
二
郎
（
大
分
西
部
署
）

福
岡
署
治
山
第
一
係
長

草
野
誠
（
鹿
児
島
署
）

大
分
署
治
山
第
一
係
長

村
上
学
（
大
分
署
）

宮
崎
北
部
署
治
山
第
一
係
長

吉
田
幸
一
（
宮
崎
署
都
城
支
署
）

熊
本
南
部
署
治
山
第
二
係
長


原
剛
（
宮
崎
北
部
署
）

宮
崎
署
都
城
支
署
治
山
第
二
係
長

下
池
和
彦
（
熊
本
南
部
署
）

北
薩
署
治
山
第
二
係
長

平
生
由
菜
（
北
薩
署
）

大
隅
署
治
山
第
二
係
長

江
口
晃
（
北
薩
署
）

鹿
児
島
署
治
山
第
三
係
長

幾
野
俊
彦
（
大
隅
署
）

大
分
署
首
席
森
林
官

遠
山
賢
次
（
環
境
省
）

熊
本
南
部
署
首
席
森
林
官

渡
瀬
博
美
（
環
境
省
）

宮
崎
南
部
署
首
席
森
林
官

小
川
義
則
（
宮
崎
署
）

鹿
児
島
署
首
席
森
林
官

平
田
謙
吉
（
熊
本
南
部
署
）

宮
崎
北
部
署
森
林
官(

上
席)

村
上
利
晴
（
計
画
課
）

宮
崎
署
森
林
官(

上
席)

中
川
邦
男
（
宮
崎
北
部
署
）

宮
崎
署
都
城
支
署
森
林
官(

上
席)

外
山
三
男
（
宮
崎
南
部
署
）

宮
崎
南
部
署
森
林
官(

上
席)

竹
永
泰
雄
（
沖
縄
署
）

福
岡
署
森
林
官

稲
員
優
次
（
長
崎
署
）

山
部
清
人
（
長
崎
署
）

江
島
昭
則
（
長
崎
署
）

佐
賀
署
森
林
官

大
塚
磨
（
宮
崎
署
）

長
崎
署
森
林
官

山
﨑
武
（
福
岡
署
）

松
井
弘
喜
（
長
崎
署
）

出
田
正
哲
（
西
都
児
湯
署
）

宮
本
一
朗
（
大
隅
署
）

熊
本
署
森
林
官

本
村
明
広
（
計
画
課
）

松
本
知
子
（
熊
本
署
）

井
崇
行
（
大
分
西
部
署
）

熊
本
南
部
署
森
林
官

山
口
清
文
（
国
有
林
野
管
理
課
）

下
村
康
広
（
佐
賀
署
）

嶋
徹
矢
（
熊
本
署
）

吉
海
裕
和
（
北
薩
署
）

大
分
署
森
林
官

上
村
徳
光
（
大
分
署
）

宮
崎
北
部
署
森
林
官

佐
藤
太
亮
（
熊
本
署
）

岩
上
勇
（
西
都
児
湯
署
）

木
崎
慎
一
（
沖
縄
署
）

西
都
児
湯
署
森
林
官

中
西
秀
博
（
宮
崎
北
部
署
）

山
川
祐
一
（
鹿
児
島
署
）

宮
崎
署
森
林
官

谷
貝
勇
樹
（
宮
崎
署
）

宮
川
貴
之
（
大
隅
署
）

宮
崎
署
都
城
支
署
森
林
官

髙
木
一
将
（
北
薩
署
）

宮
崎
南
部
署
森
林
官

上
之
段
斗
波
（
大
隅
署
）

北
薩
署
森
林
官

入
江
和
浩
（
熊
本
南
部
署
）
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数
年
前
、
担
当
区
主
任
（
現
森
林

官
）
時
代
に
造
林
し
た
箇
所
を
30
年

ぶ
り
に
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
、
道
産
子
（
ウ
マ
）
を
使
っ

て
、
１
㎞
程
の
歩

道
を
ス
ギ
苗
木
を

担
ぎ
上
げ
、
毎
日

苦
労
し
て
植
え
た
人
工
林
は
、
30
年

経
ち
、
見
事
な
森
林
に
育
っ
て
お
り
、

感
慨
深
く
眺
め
た
も
の
で
し
た
。

思
え
ば
、
そ
の
頃
の
担
当
主
任
の

重
要
な
業
務
の
一
つ
に
野
鼠
調
査

（
野
ネ
ズ
ミ
）
が
あ
り
、
春
か
ら
秋

口
に
か
け
て
ト
ラ
ッ
プ
で
鼠
を
捕
捉

し
、
そ
の
数
を
基
に
野
鼠
駆
除
の
計

画
を
立
案
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

調
査
は
、
餌
の
落
花
生
を
ト
ラ
ッ
プ

に
付
け
、
捕
捉
し
た
鼠
の
種
類
や
♂

♀
の
判
定
、
解
剖
に
よ
る

妊
娠
の

有
無
等
を
調
べ
た
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
調
査
が
必
要
だ
っ
た
当

時
の
状
況
は
、
皆
伐
新
植
に
よ
る
若

い
人
工
林
が
多
く
、
森
林
被
害
の
最

大
の
敵
と
い
え
ば
野
鼠
で
あ
っ
た
こ

と
で
す
。

そ
う
し
た
野
鼠
被
害
も
、
人
工
林

の
成
長
と
皆
伐
新
植
の
激
減
に
よ
り

現
在
で
は
遠
い
過
去
の
も
の
と
な
り

つ
つ
あ
り
、
時
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
で
す
が
、
そ
の
野
鼠
に
代
わ
っ

て
最
近
で
は
、
シ
カ
に
よ
る
森
林
被

害
が
全
国
的
に
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

30
年
前
に
は
想
像
も
し
な
か
っ
た

大
型
野
生
獣
に
よ
る
森
林
被
害
で
あ

り
、
そ
の
被
害
が
天
然
林
、
人
工
林

に
関
係
な
く
発
生
し
、
さ
ら
に
駆
除

方
法
も
ヘ
リ
に
よ

る
空
散
が
可
能
で

あ
る
野
鼠
に
対
し
、

人
に
よ
る
狩
猟
対
応
と
い
う
難
し
さ

も
あ
り
、
こ
う
し
て
見
る
と
我
が
国

の
森
林
は
、
資
源
面
か
ら
だ
け
で
な

く
、
生
物
の
多
様
性
や
生
態
系
と
い

う
観
点
か
ら
も
確
実
に
変
化
し
て
い

る
こ
と
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
宮
崎
森
林
管
理
署
長津

々
見
正
樹
）



松
本
正
三
郎
（
鹿
児
島
署
）


村
誠
（
大
隅
署
）

鹿
児
島
署
森
林
官

山
本
正
（
宮
崎
南
部
署
）

友
栗
誠
（
北
薩
署
）

小
屋

祐
二
（
鹿
児
島
署
）

宮
田
耕
作
（
大
隅
署
）

大
隅
署
森
林
官

岩
田
大
輔
（
福
岡
署
）

穴
山
信
二
（
宮
崎
北
部
署
）

歌
野
国
光
（
宮
崎
署
都
城
支
署
）

米
丸
栄
輝
（
鹿
児
島
署
）

井
誠
喜
（
屋
久
島
署
）

園
田
泰
夫
（
屋
久
島
署
）

屋
久
島
署
森
林
官

由
谷
浩
一
（
宮
崎
南
部
署
）

山
元
俊
博
（
大
隅
署
）

熊
本
署
課
付

中
村
重
和
（
熊
本
署
）

企
画
調
整
室

山
部
洋
士
（
森
林
技
術
総
合
研
修

所
）

経
理
課

河
田
絵
里
奈
（
総
務
課
）

国
有
林
野
管
理
課


木
野
俊
昭
（
経
理
課
）

販
売
課

後
藤
善
史
（
宮
崎
署
）

福
岡
署

古
川
翔
太
（
長
崎
署
）

長
崎
署

三
國
稔
典
（
熊
本
署
）

熊
本
署

小
野
稔
和
（
熊
本
南
部
署
）

熊
本
南
部
署

小
崎
凌
平
（
宮
崎
署
都
城
支
署
）

大
分
西
部
署

長
田
葵
（
森
林
総
合
研
修
所
）

宮
崎
署

森
本
博
之
（
林
野
庁
）

宮
崎
署
都
城
支
署

高
森
公
章
（
宮
崎
南
部
署
）

宮
崎
南
部
署

清
田
泰
志
（
大
隅
署
）

鹿
児
島
署

寺
地
祐
人
（
宮
崎
南
部
署
）

大
隅
署

一
山
隼
人
（
鹿
児
島
署
）

森
林
技
術
総
合
研
修
所
出
向

川
野
敬
（
宮
崎
北
部
署
）

東
北
局
出
向

福
田
貴
史
（
西
都
児
湯
署
）

関
東
局
出
向

岩
﨑
諭
（
福
岡
署
）

榎
本
大
輔
（
長
崎
署
）

環
境
省
出
向

荒
木
逸
郎
（
宮
崎
署
）

本
田
師
久
（
宮
崎
署
）

塚
本
徹
（
屋
久
島
森
林
環
境
保
全

セ
ン
タ
ー
）

稲
員
友
樹
（
沖
縄
署
）

○
大
隅
森
林
管
理
署
岸
良
森
林
事
務

所
、
南
方
森
林
事
務
所
、
内
之
浦
森

林
事
務
所
の
合
同
森
林
事
務
所
新
築

に
伴
い
住
所
等
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
住
所

〒
８
９
３
ー
１
４
０
１

鹿
児
島
県
肝
属
郡
肝
付
町
北
方
１

８
９
３

［
電
話
番
号
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
）
］

岸
良
森
林
事
務
所

０
９
９
４
ー

６
７
ー
３
１
１
１

南
方
森
林
事
務
所

０
９
９
４
ー

６
７
ー
２
７
５
５

内
之
浦
森
林
事
務
所
０
９
９
４
ー

６
７
ー
２
５
３
６

- 8 -

今
年
も
い
つ
も
の
よ
う
に
「
春
」

が
訪
れ
た
。
本
当
に
感
心
さ
せ
ら
れ

る
が
、
毎
年
忘
れ
る
こ
と
な
く
「
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
は
「
春
」
の
訪
れ
を

告
げ
て
く
れ
る
。
福
岡
市
の
西
公
園

や
南
阿
蘇
村
の
一
心
行
の
大
桜
、
都

城
市
の
母
智
丘
公
園
な
ど
九
州
各
地

に
は
人
気
の
桜
名
所
が
あ
る
が
、
樹

木
に
多
く
の
人
が
集
い
、
心
を
癒
や

す
光
景
は
、
森
林
や
樹
木
を
相
手
に

す
る
我
々
と
し
て
は
そ
れ
だ
け
で
心

地
が
よ
い
も
の
で
あ
る
▲
木
々
だ
け

で
な
く
春
を
感
じ
る
も
の
に
「
ウ
グ

イ
ス
」
も
い
る
。
別
名
「
春
告
鳥

（
ハ
ル
ツ
ゲ
ド
リ
）
」
と
言
う
そ
う

で
あ
る
が
、
早
朝
の
静
か
な
山
で
耳

を
す
ま
せ
ば
、
澄
ん
だ
鳴
き
声
で
見

事
に
鳴
い
て
く
れ
る
。
や
は
り
心
地

よ
い
。
是
非
と
も
森
林
に
も
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
音
で
も
春
を
感
じ

て
頂
き
た
い
▲
九
州
森
林
管
理
局
の

あ
る
熊
本
市
は
、
九
州
で
40
年
ぶ
り

全
国
で
20
番
目
の
政
令
指
定
都
市
に

こ
の
春
移
行
し
た
。
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
と
住
環
境
を
生
か
し
「
日
本
一

暮
ら
し
や
す
い
政
令
市
」
を
目
指
す

と
の
市
側
の
意
気
込
み
に
市
民
も
大

い
に
期
待
し
て
い
る
▲
我
々
広
報
も

こ
の
「
春
」
を
機
に
新
し
い
ス
タ
ッ

フ
と
な
っ
た
。
「
日
本
一
親
し
み
や

す
い
広
報
誌
を
」
と
負
け
ず
に
意
気

込
ん
で
お
り
ま
す
（
た
）

春
一
番
に
ア
セ
ビ
は
白
い
壺
状
の

花
を
下
向
き
に
、
ス
ズ
ラ
ン
の
よ
う

に
白
い
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
る
、
誰

で
も
知
っ
て
い
る
花
で
す
。
馬
が
食

べ
る
と
中
毒
を
起
こ
す
と
云
わ
れ
馬

酔
木
と
書
き
樹
木
全
体
が
毒
草
で
す
。

ア
セ
ビ
は
や
や
乾
燥
地
を
好
み
、

九
州
の
山
地
で
は
ど
こ
で
も
普
通
に

見
ら
れ
ま
す
。
花
芽
を
樹
木
で
は
一

番
早
く
、
暑
い
夏
の
７
～
８
月
に
付

け
ま
す
。

花
は
下
向
き
に
付
け
ま
す
が
、
花

が
終
わ
る
と
花
柄
（
果
柄
）
を
次
第

に
上
向
き
に
し
て
果
実
を
実
ら
せ
ま

す
。
動
け
な
い
ア
セ
ビ
は
、
子
孫
を

今
の
位
置
よ
り
も
で
き
る
だ
け
遠
く

に
散
布
す
る
た
め
の
工
夫
を
し
て
い

る
の
で
す
。

ア
セ
ビ
は
昔
か
ら
全
草
を
煎
じ
て
菜

園
の
害
虫
駆
除
や
牛
の
シ
ラ
ミ
駆
除

に
利
用
（
お
ば
あ
さ
ん
の
植
物
図
鑑
）

し
て
い
ま
し
た
。

ア
セ
ビ
は
動
物
が
食
べ
な
い
こ
と

か
ら
阿
蘇
外
輪
山
、
鞍
岳
、
久
住
高

原
に
大
群
落
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
花
が
咲
く
時
期
に
は
花
を
解
剖

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
白
い
き
れ
い
な

花
冠
に
似
合
わ
な
い
毛
む
く
じ
ゃ
ら

な
多
数
の
雄
し
べ
に
び
っ
く
り
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。

住
所
変
更
の
お
知
ら
せ


